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2１．はじめに

◼ 「容量停止計画の調整業務」は、定期補修等で電源が出力停止または抑制する時期について、実
需給期間に必要な供給力を確保するため、実需給年度の2年度前に調整することとなっている。

（本件は、2022年度に1回目、2023年度に2回目を実施し、今回は3回目の取り組みとなる）

◼ 今回の調整業務の対象は、2022年度メインオークション（対象実需給年度2026年度）により容
量確保契約を締結した安定電源と変動電源（単独）となる。

◼ 2022年度メインオークション（対象実需給年度2026年度）で約定した電源を対象として、2024
年11月～2025年1月に、実需給2年度前の「容量停止計画の調整業務」が実施された。

◼ 本日は、今回実施された容量停止計画の調整業務の結果について報告する。
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◼ 全ての容量提供事業者が同時に調整を行うことを円滑に進めるために、調整期間内にSTEPを設
け、STEP毎に変更可能な条件を設定することで、段階的に容量停止計画の調整・確定が行われ、
早い段階で調整するインセンティブを設けながら収束させていく方法で調整業務を実施した。

参考．容量停止計画の調整業務の概要
調整スケジュールについて

１１月 １2月

調整期間終了

STEP１

STEP３

STEP４※

STEP２

条件

STEP1 全電源が自由に計画変更可能

STEP2 供給信頼度に影響を与える月への計画変更は不可

STEP3 調整不調月の電源以外は、計画変更不可（ただし、STEP2と同様の制約あり）

STEP4※ 供給信頼度に影響がある場合のみ個別調整

※供給信頼度に影響を与える状況が解消される見込みがない場合に限り実施

＜調整スケジュールのイメージ＞

▼：結果確認のタイミング

調
整
対
象
電
源
数

容量停止計画を徐々に確定していく

１月



4２．容量停止計画の調整結果概要について
（１）調整終了後の結果概要

◼ STEP1～4の各期間において、各月の供給信頼度の変化状況に応じてブロック構成を都度変更し
て信頼度確保状況を公表し、各電源の定期補修時期等の調整が行われた。

◼ STEP3終了時点で、供給信頼度に影響を与える基準を一部超過していたため、該当するエリア・月
を対象にSTEP4として個別調整を実施した。

◼ 供給信頼度が確保できていないエリア・月に予定されている停止計画について、変更可否を確認の上、
できる限り計画変更を検討頂く等の調整を行った。調整困難なものを除き変更に応じて頂いた結果、
最終的に概ね供給信頼度が確保された状態となった。

＜供給信頼度確保状況の公表イメージ＞

月

EUE基準値(kWh/kW・月)
EUE

(kWh/kW・月)

作業可能量(MW) 作業
停止量
(MW)①追加設備利用 ②信頼度影響 ①追加設備利用 ②信頼度影響

4月 0.000891 0.001933 0.000073 50,848 52,493 39,328

5月 0.001294 0.002408 0.000050 58,348 59,958 43,772

6月 0.001370 0.003478 0.000006 45,598 47,377 31,968

… … … … … … …

3月 0.000617 0.001515 0.000752 31,339 33,246 17,228

作業可能な量
基準となる

供給信頼度

停止量が
収まっている

か確認

供給信頼度
で確認



5２．容量停止計画の調整結果概要について
（１）調整終了後の結果概要

＜供給信頼度算定結果＞ 緑塗箇所：追加設備量を利用する基準を超過している箇所 （EUE基準）
赤塗箇所：供給信頼度に影響を与える基準を超過している箇所（EUE基準）
EUE ：月間の供給信頼度(EUE)の値

◼ STEP4終了時におけるブロック構成は、ブロックA（北海道・東北・東京・中部・北陸・関西・中国・
四国）、ブロックB（九州エリア）となった。

◼ 最終的に、九州の12月を除く全てのブロック・月において、供給信頼度に影響を与える基準を満た
した状態となった。

ブロックA
（北海道・東北・東京・中部・北陸・関西・中国・四国）

ブロックB
（九州）

※月平均で充足していても月内で停止が偏っている場合、日単位ではひっ迫が発生する可能性があるため、実需給に向けては日
単位の調整が別途必要。



6２．容量停止計画の調整結果概要について
（参考）調整終了後の結果概要（実作業停止量と基準の関係）

＜月別作業可能量と作業停止量の関係＞

◼ 供給信頼度（EUE）による評価の他、見え易さの観点から、参考情報の扱いとして作業停止量と基
準となる供給力との関係についても公表している。

◼ 今回の調整終了後の作業停止量を考慮した供給力についても九州エリアの一部の月を除いて、供給
信頼度に影響を与える基準を満たした状態となった。

ブロックA
（北海道・東北・東京・中部・北陸・関西・中国・四国）

ブロックB
（九州）

＊白の枠が作業量を表している
＊ただし、各エリアの作業量で見ているため、広域

的な供給信頼度の様子までは反映されていない



7２．容量停止計画の調整結果概要について
（２）調整期間中の各電源による調整結果（推移）

◼ 調整不調対象月の作業停止量の推移としては、開始当初からSTEP1で大きく減少し、
STEP2,3,4で徐々に減少した。

◼ ブロック構成の推移としては、開始当初7つのブロックに分かれていたが、ステップを追う毎に供給信
頼度に影響を与える月が少なくなってブロックが統合され、最終的に2つのブロックとなった。

◼ 今回よりブロック構成を随時更新したことにより、効率的に調整を実施できたと考えられる。

＜調整不調月の作業停止量の推移＞ ＜ブロック構成の推移＞

東北

北海道

東京
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中国
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九州

開始当初
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8２．容量停止計画の調整結果概要について
（３）調整期間中のトピックス

＜諸元・データ誤り、スケジュール変更＞

◼ STEP1期間中、事業者から提出されたデータに誤り（重複登録や停止量の算定誤り）があり、容
量提供事業者へは、提出したデータが意図した内容のデータとなっているか、再度確認を行うように連
絡・修正を依頼した。

◼ また、同期間中、広域機関で算定に用いる諸元に一部誤りがあったことが判明し、諸元の再確認と
修正を行った。

◼ 上記に伴いスケジュールを一部見直しし、STEP1を1週間程度延長しつつ、データを十分に確認した
上で調整を進め、全体スケジュールを１週間程度後ろ倒しする形とした。

＜STEP4における個別調整＞

◼ STEP4の調整対象（北海道エリアの11月および九州エリアの12月）の停止計画は51件で、こ
れらの計画の提出事業者に対して、計画変更可否確認および調整を行った。

◼ その結果、7件について作業時期の変更・短縮・取りやめ等の調整が行われた。

◼ STEP3期間中から、今後どのような計画変更をすれば信頼度が確保されるかシミュレーションを行い、
STEP4において、そのシミュレーション結果や調整不調となった際の減額の見通し等を事業者に示しつ
つ、短期間で円滑に調整を実施した。



9２．容量停止計画の調整結果概要について
（４）調整終了後の減額

＜約定時のブロック構成における減額率＞

◼ 調整期間終了後に、供給信頼度の基準を満たしていない場合に、該当するエリアおよび月に提出され
た停止計画は調整不調電源となり、減額の対象となる。

◼ 減額率は約定時点ブロック構成における作業可能量（ブロック１:北海道エリア、ブロック２:北海道エ
リア以外）で算定することとなっている。

◼ 九州エリアの12月は供給信頼度に影響を与える基準を満たしておらず、調整不調電源となるが、減額
率は約定時点のブロック構成が用いられるため減額率は0％となった。

約定ブロック１
（北海道）

約定ブロック２
（東北・東京・中部・北陸・関西・中国・四国・ 九州 ）
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◼ 2022年度メインオークション（対象実需給年度2026年度）で約定した電源を対象として、11月
～25年1月に実需給2年度前の「容量停止計画の調整業務」を実施した。

◼ STEP1期間中、容量停止計画のデータ登録内容の不備および広域機関による算定誤りがあり、
公表スケジュールに遅れが生じた。それに伴い、スケジュールの見直しを実施した。

◼ 調整期間において、事業者のみなさまには、多岐に亘る関係者との調整を経て計画変更の対応を
頂いた結果、STEP4終了時点において、九州の12月を除く全てのブロック・月において、供給信
頼度に影響を与える基準満たした状態となった。

◼ 基準を超過しているエリア・月に関しては、今後、実需給1年度前（2025年度）に行う追加オー
クションや供給計画のとりまとめや需給検証等にて、必要に応じて追加調達や作業停止計画の調
整等が行われることとなる。

◼ 今後も、調整業務に関する事業者からの質問やご意見等を踏まえ、次年度以降の業務マニュアル
や各種公表資料の反映を継続的に行っていく。

３．まとめ



11（参考）容量停止計画の調整業務期間中の公表情報

① 「供給信頼度の確保状況」＜営業日毎に公表＞
https://www.occto.or.jp/archives/1076

② 「容量停止計画調整の留意事項」＜2024/7/16公表＞
https://www.occto.or.jp/market-
board/market/jitsujukyukanren/chousei/2026/files/20240716_teishikeikaku_point_20
26.pdf

③ 容量停止計画提出用CSVファイル作成支援ツール
https://www.occto.or.jp/market-
board/market/jitsujukyukanren/chousei/2026/files/2026youryoucsv_shiento
ol.zip

https://www.occto.or.jp/archives/1076
https://www.occto.or.jp/market-board/market/jitsujukyukanren/chousei/2026/files/20240716_teishikeikaku_point_2026.pdf
https://www.occto.or.jp/market-board/market/jitsujukyukanren/chousei/2026/files/2026youryoucsv_shientool.zip
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（参考）容量停止計画の調整業務の概要（昨年度からの変更点）
（１）調整期間中におけるブロック構成の更新(1/2)

第47回容量市場
の在り方等に関す
る検討会資料より

◼ 2024年度の調整業務では、最新の供給信頼度状況を踏まえてブロック構成を随時更新することで、
どのエリアのどの時期の停止計画を調整すれば良いかを見えやすくし、より効果的に調整業務を行うと
いった改善を図る。

◼ なお、STEP1では約定結果時点のブロック構成※にもとづいて開始し、調整期間中の各STEPの調整
状況により、ブロック構成を更新し、更新後のブロック単位で信頼度確保状況の確認を行う。

※調整期間終了時点において、約定結果時点のブロックでも調整不調電源となった場合に、最終的に調整不調電源となる。
なお、調整期間中に調整不調電源対象外と登録されたステイタスは維持される。

容量市場メインオークション約定結果
（対象実需給年度：2026年度）

第55回容量市場
の在り方等に関する
検討会資料より
（2024/5/30）
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（参考）容量停止計画の調整業務の概要（昨年度からの変更点）
（１）調整期間中におけるブロック構成の更新(2/2)

左の表の例においては、途中状況
のブロック構成は以下の通り4ブロッ
クとなる。

ブロック１：北海道

ブロック２：東北、東京

ブロック３：中部、北陸、関西、
中国、四国

ブロック４：九州

緑塗箇所：追加設備量を利用する基準を超過している箇所 （EUE基準）
赤塗箇所：供給信頼度に影響を与える基準を超過している箇所（EUE基準）
EUE ：月間の供給信頼度(EUE)の値

◼ オークション結果をもとに設定した各エリア・各月の供給信頼度に影響を与える基準（赤基準）と、
容量停止計画を反映した供給信頼度の算定結果を比較し、当該月の不足・充足を確認する。

◼ 停止計画の変更要否がより明確になるよう、月別の状況が完全に一致している隣接エリアでブロック
を構成し、供給信頼度確保状況を公表する。

◼ 具体的な運用については、事業者説明会においても説明を行い、周知を行っていくことを予定している。

信頼度状況を公表する
途中経過のブロック構成

隣接エリアで完全一致
しているため同一ブロック。
他のエリアとは別ブロック。

追加設備量を利用する基準
（緑基準）を超過している月は、
充足している月として扱う。

第55回容量市場
の在り方等に関する
検討会資料より
（2024/5/30）
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（参考）容量停止計画の調整業務の概要（昨年度からの変更点）
（２）容量停止計画提出手続きの効率化について

◼ これまで作業停止計画*1から容量停止計画提出様式（CSVファイル）への変換を希望する場合、
事業者から本機関へ変換依頼後、本機関にて変換データを作成・登録、事業者にて登録内容の
確認・必要に応じて修正、といった往復の手続きが必要であった。

◼ しかし、2023年度から容量停止計画の作成を支援するツールを提供しており、本ツールを使用する
ことで、容量停止計画登録用CSVファイルの作成と確認、一度登録した計画の変更等を事業者自
身で効率的に手続きできるようになっている。

◼ そのため、容量停止計画提出手続きにおいて、広域機関が実施する作業停止計画から容量停止計
画への変換業務を省略することとする。

◼ 2025年度以降から作業停止計画の調整スケジュールを容量停止計画の調整業務のスケジュール
に合わせることで調整を行っている。

＜容量停止計画作成支援ツールの主な機能＞

➢ 容量停止計画登録データの作成を支援する機能（新規作成・提出した計画の変更に対応）

➢ 対象の電源情報の取込、作業日程を入力することで、出力可能容量を自動算定する機能

➢ 提出用のCSV形式ファイルを自動作成、出力する機能
*1：送配電等業務指針に基づき、一般送配電事業者と電気供給事業者で調整を行うもの。

第55回容量市場
の在り方等に関する
検討会資料より
（2024/5/30）
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◼ 停止計画の時期の調整にあたり、広域機関より日々の供給信頼度の確保状況等の情報提供※1

を行った。

◼ 公表された情報をもとに、容量提供事業者は容量停止計画と対象ブロック※2の必要な供給力の
充足状況を確認しながら、停止時期の変更などの調整業務※3を実施した。
※1 広域機関HPにおいて、「供給信頼度評価算定結果」を毎営業日の更新で提供

※2 今回のブロックは、ブロック1（九州以外のエリア）、ブロック2（九州エリア）で設定

※3 調整業務の実施結果にもとづき、容量確保契約金額の減額を算定

（参考）容量停止計画の調整業務の概要
調整業務の内容について

＜イメージ＞
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